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(57)【要約】
【課題】シンプルな構造でありながら、ドア蓋を自動で
開くことができる密閉性の高い開閉式容器を提供する。
【解決手段】開閉式容器が提供される。開閉式容器は、
開口を規定する口部を有する容器本体と、開口を開閉す
るキャップとを備える。キャップは、環状のフレームと
、ドア蓋と、ガスケットと、付勢部材とを含む。フレー
ムは、口部に対し着脱自在に取り付けられる。ドア蓋は
、フレームにヒンジ式に連結され、開口が閉じられた閉
位置と、開口が開いた開位置との間を回動する。ガスケ
ットは、フレーム又はドア蓋に取り付けられ、弾性材料
からなり、ドア蓋が閉位置にあるときにフレームとドア
蓋との隙間に挟まれ、当該隙間をシールする。付勢部材
は、ガスケットと同じ弾性材料からなり、ガスケットと
一体的に構成され、ドア蓋を開位置に向かう方向に付勢
する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口を規定する口部を有する容器本体と、
　前記開口を開閉するキャップと
を備え、
　前記キャップは、
　前記口部に対し着脱自在に取り付けられる環状のフレームと、
　前記フレームにヒンジ式に連結され、前記開口が閉じられた閉位置と、前記開口が開い
た開位置との間を回動するドア蓋と、
　前記フレーム又は前記ドア蓋に取り付けられ、弾性材料からなり、前記ドア蓋が前記閉
位置にあるときに前記フレームと前記ドア蓋との隙間に挟まれ、当該隙間をシールするガ
スケットと、
　前記ガスケットと同じ弾性材料からなり、前記ガスケットと一体的に構成され、前記ド
ア蓋を前記開位置に向かう方向に付勢する付勢部材と
を含む、
開閉式容器。
【請求項２】
　前記ガスケットは、前記フレームに取り付けられる、
請求項１に記載の開閉式容器。
【請求項３】
　前記ガスケットは、前記フレームが前記口部に取り付けられた状態で前記口部と前記フ
レームとの隙間に挟まれ、当該隙間をシールする、
請求項２に記載の開閉式容器。
【請求項４】
　前記キャップは、前記ドア蓋を前記閉位置に維持するロック状態と、前記ロック状態が
解除された解除状態とを切り替えるロック機構をさらに含む、
請求項１から３のいずれかに記載の開閉式容器。
【請求項５】
　前記ロック機構は、前記ドア蓋から延在する第１延在部と、前記フレームから延在し、
前記ロック状態で前記第１延在部とかみ合う第２延在部とを有する、
請求項４に記載の開閉式容器。
【請求項６】
　開口を囲む周縁部を含む容器と、
　前記周縁部にヒンジ式に連結され、前記開口が閉じられた閉位置と、前記開口が開いた
開位置との間を回動するドア蓋と、
　前記周縁部又は前記ドア蓋に取り付けられ、弾性材料からなり、前記ドア蓋が前記閉位
置にあるときに前記周縁部と前記ドア蓋との隙間に挟まれ、当該隙間をシールするガスケ
ットと、
　前記ガスケットと同じ弾性材料からなり、前記ガスケットと一体的に構成され、前記ド
ア蓋を前記開位置に向かう方向に付勢する付勢部材と
を備える、
開閉式容器。
【請求項７】
　前記ドア蓋を前記閉位置に維持するロック状態と、前記ロック状態が解除された解除状
態とを切り替えるロック機構
をさらに備える、
請求項６に記載の開閉式容器。
【請求項８】
　前記ロック機構は、前記ドア蓋から延在する第１延在部と、前記周縁部から延在し、前
記ロック状態で前記第１延在部とかみ合う第２延在部とを有する、
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請求項７に記載の開閉式容器。
【請求項９】
　前記付勢部材は、前記ドア蓋に接触しており、前記ドア蓋が前記閉位置にあるときに折
り畳まれ、元の形状に戻ろうとする弾性力により前記ドア蓋を前記開位置に向かう方向に
付勢する、
請求項１から８のいずれかに記載の開閉式容器。
【請求項１０】
　前記弾性材料は、エラストマーである、
請求項１から９のいずれかに記載の開閉式容器。
【請求項１１】
　前記弾性材料は、シリコーンゴムである、
請求項１０に記載の開閉式容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉式容器に関し、より詳細には、密閉性が高く食品等を保存するのに適し
た開閉式容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、密閉性の高い様々な開閉式容器が知られている。特許文献１，２は、この種
の容器として、容器本体とキャップとを有する容器を開示している。キャップは、容器本
体の開口を規定する口部を囲むように取り付けられる環状のフレームと、このフレームに
ヒンジ式に連結され、開口を開閉するドア蓋とを有する。また、フレームには、ドア蓋を
閉じたときにフレームとドア蓋との隙間を埋める位置にガスケットが配置されており、こ
のガスケットにより容器の密閉性が確保されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２０４１０４号公報
【特許文献２】特開２００７－２６１６７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の容器は、ドア蓋を開くときにロックを解除した後、ドア蓋をヒンジの軸周
りで回動させるように手で動かさなければならない。この点、特許文献２の容器には、ド
ア蓋とフレームとを連結するヒンジ部分に、ドア蓋を開く方向に付勢するコイルばねが取
り付けられている。従って、フレームに対するドア蓋のロックを解除すると、ドア蓋が自
動的に開く。しかしながら、特許文献２の容器は、コイルばねを必要とするため部品点数
が増え、構造が複雑になり、コスト高となる。
【０００５】
　本発明は、シンプルな構造でありながら、ドア蓋を自動で開くことができる密閉性の高
い開閉式容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１観点に係る開閉式容器は、開口を規定する口部を有する容器本体と、前記
開口を開閉するキャップとを備える。前記キャップは、環状のフレームと、ドア蓋と、ガ
スケットと、付勢部材とを含む。前記フレームは、前記口部に対し着脱自在に取り付けら
れる。前記ドア蓋は、前記フレームにヒンジ式に連結され、前記開口が閉じられた閉位置
と、前記開口が開いた開位置との間を回動する。前記ガスケットは、前記フレーム又は前
記ドア蓋に取り付けられ、弾性材料からなり、前記ドア蓋が前記閉位置にあるときに前記
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フレームと前記ドア蓋との隙間に挟まれ、当該隙間をシールする。前記付勢部材は、前記
ガスケットと同じ弾性材料からなり、前記ガスケットと一体的に構成され、前記ドア蓋を
前記開位置に向かう方向に付勢する。
【０００７】
　本発明の第２観点に係る開閉式容器は、第１観点に係る開閉式容器であって、前記ガス
ケットは、前記フレームに取り付けられる。
【０００８】
　本発明の第３観点に係る開閉式容器は、第２観点に係る開閉式容器であって、前記ガス
ケットは、前記フレームが前記口部に取り付けられた状態で前記口部と前記フレームとの
隙間に挟まれ、当該隙間をシールする。
【０００９】
　本発明の第４観点に係る開閉式容器は、第１観点から第３観点のいずれかに係る開閉式
容器であって、前記キャップは、前記ドア蓋を前記閉位置に維持するロック状態と、前記
ロック状態が解除された解除状態とを切り替えるロック機構をさらに含む。
【００１０】
　本発明の第５観点に係る開閉式容器は、第４観点に係る開閉式容器であって、前記ロッ
ク機構は、前記ドア蓋から延在する第１延在部と、前記フレームから延在し、前記ロック
状態で前記第１延在部とかみ合う第２延在部とを有する。
【００１１】
　本発明の第６観点に係る開閉式容器は、容器と、ドア蓋と、ガスケットと、付勢部材と
を備える。前記容器は、開口を囲む周縁部を含む。前記ドア蓋は、前記周縁部にヒンジ式
に連結され、前記開口が閉じられた閉位置と、前記開口が開いた開位置との間を回動する
。前記ガスケットは、前記周縁部又は前記ドア蓋に取り付けられ、弾性材料からなり、前
記ドア蓋が前記閉位置にあるときに前記周縁部と前記ドア蓋との隙間に挟まれ、当該隙間
をシールする。前記付勢部材は、前記ガスケットと同じ弾性材料からなり、前記ガスケッ
トと一体的に構成され、前記ドア蓋を前記開位置に向かう方向に付勢する。
【００１２】
　本発明の第７観点に係る開閉式容器は、第６観点に係る開閉式容器であって、前記ドア
蓋を前記閉位置に維持するロック状態と、前記ロック状態が解除された解除状態とを切り
替えるロック機構をさらに備える。
【００１３】
　本発明の第８観点に係る開閉式容器は、第７観点に係る開閉式容器であって、前記ロッ
ク機構は、前記ドア蓋から延在する第１延在部と、前記周縁部から延在し、前記ロック状
態で前記第１延在部とかみ合う第２延在部とを有する。
【００１４】
　本発明の第９観点に係る開閉式容器は、第１観点から第８観点のいずれかに係る開閉式
容器であって、前記付勢部材は、前記ドア蓋に接触しており、前記ドア蓋が前記閉位置に
あるときに折り畳まれ、元の形状に戻ろうとする弾性力により前記ドア蓋を前記開位置に
向かう方向に付勢する。
【００１５】
　本発明の第１０観点に係る開閉式容器は、第１観点から第９観点のいずれかに係る開閉
式容器であって、前記弾性材料は、エラストマーである。
【００１６】
　本発明の第１１観点に係る開閉式容器は、第１観点から第１０観点のいずれかに係る開
閉式容器であって、前記弾性材料は、シリコーンゴムである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、容器の開口を規定する部位（周縁部又はフレーム）とドア蓋との隙間
をシールするガスケットと、ドア蓋を開く方向に付勢する付勢部材とが、同じ弾性材料か
ら一体的に構成されている。これにより、部品点数が少なく、シンプルな構造でありなが



(5) JP 2018-135107 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

ら、ドア蓋を自動で開くことができる密閉性の高い開閉式容器が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る開状態の開閉式容器の側面図。
【図２】本発明の第１実施形態に係る閉状態の開閉式容器の側面図。
【図３】本発明の第１実施形態に係る容器本体の側面図。
【図４】本発明の第１実施形態に係る開状態のキャップの斜視図。
【図５】図４のＡ－Ａ線に沿った開状態のキャップ及び容器本体の上部の断面図。
【図６】図４のＡ－Ａ線に沿った閉状態のキャップ及び容器本体の上部の断面図。
【図７】図４のＢ－Ｂ線に沿った開状態のキャップの断面図。
【図８】図４のＢ－Ｂ線に沿った閉状態のキャップの断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の一実施形態に係る開閉式容器について説明する。
　＜１．開閉式容器の全体構成＞
　図１及び図２は、本実施形態に係る開閉式容器（以下、単に容器と呼ぶことがある）１
の側面図である。これらの図に示すように、容器１は、容器本体２と、容器本体２の上部
に形成されている開口Ｓ１を開閉するキャップ３とを有する。図１は、開口Ｓ１が開いた
開状態を示しており、図２は、開口Ｓ１が閉じられた閉状態を示している。容器１は、後
述するとおり閉状態での密閉性が高く、容器１の用途は特に限定されないが、食品等を保
存するのに適している。
【００２０】
　＜２．各部の構成＞
　以下、各部の構成について詳細に説明する。なお、特に断らない限り、上、下、前（正
面側）及び後（背面側）は、図１及び図２に示すとおり定義され、左右は、正面側から見
て左右を意味する。また、後述するとおり、キャップ３のドア蓋３０は回動によりその位
置を変えるが、特に断らない限り、上、下、前（正面側）及び後（背面側）は、閉状態を
基準として説明される。
【００２１】
　＜２－１．容器本体＞
　図３は、容器本体２単体の側面図である。容器本体２は、食品等の内容物を収容するた
めの内部空間Ｓ２を規定する。容器本体２は、底面部２１と、底面部２１の周縁から起立
する筒状の胴部２２と、胴部２２の上端から径方向内側に延びる肩部２３と、肩部２３の
径方向の内側端から上方に延びるネック部２４とを有する。本実施形態では、底面部２１
は平面視において概ね矩形であり、胴部２２は角筒状である。ネック部２４は、胴部２２
よりも径の小さい円筒状である。ネック部２４は、容器本体２の開口Ｓ１を囲み、開口Ｓ
１を規定する口部を形成する。従って、以下では、ネック部２４を口部２４と呼ぶことが
ある。開口Ｓ１は、内部空間Ｓ２に連通している。
【００２２】
　ネック部２４の外周面には、周方向に沿って延びるリブ２５が形成されている。より具
体的には、リブ２５は、ネック部２４の中心軸に沿って螺旋状に延びており、後述するキ
ャップ３に形成されているリブ４５と螺号する。これにより、キャップ３は、容器本体２
に対し着脱自在に取り付けられる。口部２４は、キャップ３が取り付けられるキャップ３
との連結部分となる。
【００２３】
　容器本体２の材質は特に限定されないが、軽量性、強度、耐腐食性等の観点から、ゴム
弾性を有さない硬質の合成樹脂から構成されることが好ましいが、ガラス製とすることも
できる。本実施形態では、容器本体２は、ＡＳ（アクリロニトリルスチレン樹脂）製であ
る。また、本実施形態では、上述の部２１～２５は、一体的に構成されている。
【００２４】
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　＜２－２．キャップ＞
　図４は、開状態のキャップ３の斜視図である。図５及び図６は、図４のＡ―Ａ線に沿っ
たキャップ３と容器本体２の上部の断面図であり、図５は、開状態を示しており、図６は
、閉状態を示している。図７及び図８は、図４のＢ－Ｂ線に沿ったキャップ３単体の断面
図であり、図７は、開状態を示しており、図８は、閉状態を示している。以下、これらの
図も参考にしつつ、キャップ３の構成について詳細に説明する。
【００２５】
　図４に示すとおり、キャップ３は、概ね円環状のフレーム４０と、フレーム４０にヒン
ジ式に連結される概ね円板状のドア蓋３０とを有する。ドア蓋３０はフレーム４０に対し
、開口Ｓ１が閉じられた閉位置と、開口Ｓ１が開いた開位置との間を回動する。図５及び
図６に示すとおり、フレーム４０は、容器本体２の口部２４に対し着脱自在に取り付けら
れる。フレーム４０は、口部２４に取り付けられた状態で口部２４を外側から囲み、口部
２４とともに開口Ｓ１を囲む周縁部を形成する。
【００２６】
　図４、図７及び図８に示すとおり、ドア蓋３０は、概ね円板状の蓋本体３１と、蓋本体
３１の後部からさらに背面側へ延びる板部材３２とを有する。板部材３２は、蓋本体３１
から離れるにつれてやや下方に向かうように傾斜している（図２及び図８参照）。板部材
３２の左右の両端部には、それぞれ図４の状態で径方向内側に延びる（閉状態では、下方
に延びる）側壁部３３ａ，３３ｂが起立している。また、側壁部３３ａ，３３ｂの外面か
らは、それぞれ左右方向に外側に向かって延びる円柱状の突起３４，３４が突出している
。突起３４，３４は、左右方向に延びる軸線に対し同軸に配置されている。
【００２７】
　ドア蓋３０の材質は特に限定されないが、軽量性、強度、耐腐食性等の観点から、ゴム
弾性を有さない硬質の合成樹脂から構成されることが好ましい。本実施形態では、ドア蓋
３０は、飽和ポリエステル製である。また、本実施形態では、ドア蓋３０は、後述する第
１延在部５０とともに一体的に構成されている。
【００２８】
　一方、フレーム４０は、概ね円環状のベースフレーム４１と、ベースフレーム４１の後
部からさらに背面側へ延びる左右一対の側壁部４２ａ，４２ｂとを有する。側壁部４２ａ
，４２ｂの下部は、同じくベースフレーム４１の後部からさらに背面側へ延びる下面部４
３（図７及び図８参照）を介して接続されている。また、側壁部４２ａ，４２ｂには、そ
れぞれ孔４４，４４が形成されている。孔４４，４４は、左右方向に延びる軸線に対し同
軸に配置されている。
【００２９】
　フレーム４０の材質は特に限定されないが、軽量性、強度、耐腐食性等の観点から、ゴ
ム弾性を有さない硬質の合成樹脂から構成されることが好ましい。本実施形態では、フレ
ーム４０は、ポリプロピレン製である。また、本実施形態では、フレーム４０は、後述す
る第２延在部６０とともに一体的に構成されている。
【００３０】
　ドア蓋３０の側壁部３３ａ，３３ｂは、それぞれ側壁部３３ａ，３３ｂの外面がフレー
ム４０の側壁部４２ａ，４２ｂの内面に対向するように、側壁部４２ａ，４２ｂの間に配
置されている。また、ドア蓋３０の突起３４，３４は、それぞれ側壁部４２ａ，４２ｂの
孔４４，４４内に挿入されている。このため、突起３４，３４は、ドア蓋３０とフレーム
４０とを連結するヒンジ機構４の回動軸を形成し、孔４４，４４は、この回動軸を受け取
る軸受を形成する。すなわち、板部材３２、側壁部３３ａ，３３ｂ、突起３４，３４、側
壁部４２ａ，４２ｂ、孔４４，４４及び下面部４３により、ヒンジ機構４が形成されてい
る。これにより、ドア蓋３０は、フレーム４０に対しヒンジ式に連結され、フレーム４０
に対し回動可能となる。蓋本体３１の周縁部は、閉状態においてベースフレーム４１の上
端部４１ｂに受け取られ（ただし、図２に示すように、両者の間には若干の隙間が存在す
る）、このとき、蓋本体３１が開口Ｓ１を上部から覆う。
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【００３１】
　図４～図６に示すように、ベースフレーム４１は、概ね厚みが一定の周壁部４１ａを有
する。周壁部４１ａの内周面には、周方向に沿って延びるリブ４５が形成されている。よ
り具体的には、リブ４５は、周壁部４１ａの中心軸に沿って螺旋状に延びており、前述し
た口部２４に形成されるリブ２５と螺号する。
【００３２】
　ベースフレーム４１の上端部４１ｂは、周壁部４１ａの上部に位置し、周壁部４１ａの
内周面よりも内側に突出している。すなわち、ベースフレーム４１の上部には、ベースフ
レーム４１の内側から見て、段差が形成されている。そして、この段差に引っ掛けられる
ようにして、ベースフレーム４１には円環状のガスケット７０が取り付けられている。
【００３３】
　図４～図６に示すように、ガスケット７０は、円環状の本体部７１と、本体部７１の上
面の中央付近から上方に延びる円環状の上部７２とを有する。本体部７１は、縦断面が概
ね矩形状である。また、ガスケット７０は、本体部７１の径方向の内側端から下方に延び
る円環状の内側下部７３と、本体部７１の径方向の外側端から下方に延びる円環状の外側
下部７４とを有する。図５及び図６に示すように、本体部７１と上部７２とにより形成さ
れる段差（径方向外側に面する段差）は、ベースフレーム４１の上端部４１ｂと周壁部４
１ａとにより形成される段差とかみ合うように配置され、噛合面が互いにしっかりと接触
する。また、本体部７１及び外側下部７４の外周面は、周壁部４１ａの内周面にしっかり
と接触する。また、フレーム４０が容器本体２に取り付けられた状態で、本体部７１の下
面は、容器本体２の口部２４の上端部にしっかりと接触する。このようにガスケット７０
は、フレーム４０が容器本体２に取り付けられた状態で口部２４とベースフレーム４１と
の間に形成される隙間に挟まれ、当該隙間を埋め、当該隙間をシールする。
【００３４】
　また、図６に示すように、ガスケット７０は、ドア蓋３０が閉位置にあるときにベース
フレーム４１とドア蓋３０との隙間に挟まれ、当該隙間をシールする。より具体的には、
ドア蓋３０は、蓋本体３１の下面から垂下する円環状の脚部３５を有する。脚部３５は、
蓋本体３１の外周縁のやや内側に位置する。そして、閉状態においては、本体部７１と上
部７２とにより形成される段差（径方向内側に面する段差）は、蓋本体３１と脚部３５と
により形成される段差（径方向外側に面する段差）とかみ合い、噛合面が互いにしっかり
と接触する。
【００３５】
　以上の構成のガスケット７０により、ドア蓋３０が閉位置にあるときに開口Ｓ１が完全
に閉じられ、容器本体２の内部空間Ｓ２が外部から密閉される。また、本実施形態では、
１つのガスケット７０が、フレーム４０とドア蓋３０との隙間に加え、容器本体２とフレ
ーム４０との隙間をシールする。従って、部品点数が少なく、シンプルな構造でありなが
ら、密閉性の高い容器１が実現される。
【００３６】
　図４、図７及び図８に示すとおり、キャップ３は、ドア蓋３０を閉位置に維持するため
のロック機構５を有する。ロック機構５は、蓋本体３１から延在する第１延在部５０と、
ベースフレーム４１から延在する第２延在部６０とから構成される。第１延在部５０は、
蓋本体３１の前部からやや正面側へ突出した突出部５１と、突出部５１の正面側から下方
へ延びる板部材５２とを有する。板部材５２の正面には、左右方向の中央付近に爪５３が
形成されている。一方、第２延在部６０は、ベースフレーム４１の前部からやや正面側へ
突出した突出部６１と、突出部６１から上方へ延びる板部材６２とを有する。また、第２
延在部６０は、板部材６２の上端に連続する押しボタン６３を有する。押しボタン６３の
背面には、左右方向の中央付近に爪６４が形成されている。また、第２延在部６０は、ベ
ースフレーム４１の前部に連続し、以上の部６１～６４を囲む周壁部６５を有する。周壁
部６５は、これらの部６１～６４と干渉しない位置に配置されている。
【００３７】



(8) JP 2018-135107 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

　ドア蓋３０が開位置から前方へ倒れ、閉位置に近づくと、板部材５２は、板部材６２と
ベースフレーム４１との間の空間に挿入される。このとき、爪５３が爪６４を押し、これ
により板部材６２が弾性変形しやや前方へ倒れる。そして、この状態から板部材５２がさ
らに深くまで進むと、爪５３が爪６４を乗越える。このとき、板部材６２が弾性力により
元の位置に復帰し、両爪６４，５３が互いにかみ合う。これにより、爪５３が爪６４に引
っ掛かり、ドア蓋３０が閉位置に維持されるロック状態が形成される。
【００３８】
　ロック状態で使用者が押しボタン６３を指で押圧すると、再び板部材６２が弾性変形し
てやや前方へ倒れる。これにより、爪５３と爪６４とがかみ合みあったロック状態が解除
され、解除状態となる。以上のとおり、ロック機構５は、ロック状態と解除状態とを切り
替えることができる。
【００３９】
　ロック状態が解除されると、ドア蓋３０は回動軸３４周りを自動的に回動し、開位置に
復帰する。より具体的には、キャップ３は、図４、図７及び図８に示すとおり、上述した
ヒンジ機構４と協働する付勢部材８０をさらに有している。付勢部材８０は、ドア蓋３０
を開位置に向かう方向に付勢する。なお、本実施形態では、ドア蓋３０は開位置にあると
きに概ね上下方向に起立する。
【００４０】
　付勢部材８０は、ガスケット７０と同じ材料からなり、ガスケット７０と一体的に構成
されている。付勢部材８０及びガスケット７０は、弾性材料からなり、ゴム弾性を有する
。付勢部材８０及びガスケット７０は、典型的にはエラストマー（ゴム又は熱可塑性エラ
ストマー）から構成され、本実施形態では、シリコーンゴム製である。ガスケット７０及
び付勢部材８０は、柔らかく変形が容易であるため、キャップ２のその他の部位から取り
外すことができる。
【００４１】
　付勢部材８０は、ガスケット７０の後部に連続しており、ガスケット７０の後部からや
や背面側へ突出した突出部８１を有する。なお、図４に示すとおり、ベースフレーム４１
の上端部４１ｂ及び周壁部４１ａの上部は概ね全周に亘って延びているが、後部において
一部が切り欠かれている。突出部８１は、この切り欠きを通り、ベースフレーム４１の径
方向内側から外側に達する。
【００４２】
　図７及び図８に示すように、付勢部材８０は、突出部８１の後部から下方に延びる壁部
８２と、壁部８２の下部から折れ曲がって後方へ延びるシート部８３とをさらに有する。
壁部８２の径方向の内側面は、ベースフレーム４１の外周面にしっかりと接触する。一方
、シート部８３の外面は、ベースフレーム４１から後方へ延びる下面部４３の上面と、蓋
本体３１から後方へ延びる板部材３２の内面とにしっかりと接触する。板部材３２の内面
には、突起３６が形成されている。一方、シート部８３は概ね矩形であるが、その先端部
には、突起３６を受け取るための切り欠きが形成されている。そして、この切り欠きに突
起３６が挿入されることにより、シート部８３の位置が固定される。この状態で、シート
部８３は突起３６にしっかりと接触する。
【００４３】
　図８に示すとおり、シート部８３は、ドア蓋３０が閉位置にあるときに、板部材３２と
下面部４３との間の空間に折り畳まれて収容される。しかしながら、ロック状態が解除さ
れると、折り畳まれていたシート部８３は、元のより平らな形状に戻ろうとする弾性力に
より板部材３２を押す。これにより、板部材３２に連結されている蓋本体３１が開く方向
に自動的に回動する。以上のとおり、容器１は、押しボタン６３を押すだけでドア蓋３０
を開くことができるワンプッシュオープン式に構成されており、操作性に優れている。な
お、ドア蓋３０が所定の角度まで回動すると、ドア蓋３０の側壁部３３ａ，３３ｂがフレ
ーム４０の下面部４３に接触し、それ以上の回転が規制される。
【００４４】
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　シート部８３は、ガスケット７０及び付勢部材８０がキャップ３の他の部分から取り外
された状態では平板状である。そして、シート部８３は、閉状態において折り畳まれてい
るときのみならず、図７に示すとおり開状態においても湾曲している。そのため、付勢部
材８０は、ドア蓋３０に対し開状態においてもドア蓋３０をさらに開く方向に力を加えて
いる。従って、例えば、使用時に容器１を傾ける等しても、ドア蓋３０が自重により倒れ
難い。よって、使用時にドア蓋３０が大きくパタパタと揺れることがなく、容器１は使い
勝手に優れている。
【００４５】
　また、図４、図７及び図８に示すとおり、シート部８３の内面上には、部分的に肉厚部
８４が形成されている。この肉厚部８４は、シート部８３が元の形状に戻ろうとする弾性
力を高めることができる。また、この肉厚部８４は、シート部８３が開状態及び閉状態並
びにこれら状態の間の状態において、常に同様の形状に変形することを助長する。従って
、常に同じような開状態及び閉状態を実現することができる。
【００４６】
　＜３．変形例＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、その趣旨を逸脱しない限りにおいて、種々の変更が可能である。例えば、以
下の変更が可能である。また、以下の変形例の要旨は、適宜組み合わせることができる。
【００４７】
　＜３－１＞
　上記実施形態では、ガスケット７０が、容器本体２とフレーム４０との隙間と、フレー
ム４０とドア蓋３０との隙間の両方をシールする役割を担っていたが、両隙間を埋めるた
めのガスケットを別個に設けてもよい。この場合において、フレーム４０とドア蓋３０と
の隙間を埋めるガスケットは、ベースフレーム４１ではなく、蓋本体３１に取り付けても
よい。また、容器本体２とフレーム４０との隙間をシールするガスケットは省略すること
もできる。
【００４８】
　＜３－２＞
　容器本体２に対するキャップ２の取り付け構造は、上述したもの（螺号）に限られず、
嵌め込み式にする等、任意の構造を採用することができる。また、容器本体２に対しキャ
ップ２を取り付ける構造とせず、ドア蓋３０を容器本体２の口部２４に直接ヒンジ式に連
結するように構成することもできる。
【００４９】
　＜３－３＞
　上記実施形態では、口部２４及びフレーム４０が円環状に形成されていたが、口部２４
及びフレーム４０を角環状に形成することもできる。
【符号の説明】
【００５０】
１　開閉式容器
２　容器本体
３　キャップ
４　ヒンジ機構
５　ロック機構
２４　口部
３０　ドア蓋
４０　フレーム
５０　第１延在部
６０　第２延在部
７０　ガスケット
８０　付勢部材
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ムコ湘南支店（神奈川県平塚市上平塚１４－２２）▲３▼　商談相手　株式会社ジェムコ・商談のため商談相手
に公開１１▲１▼　公開日　平成２８年１２月１６日▲２▼　公開場所　株式会社吉安本社（東京都足立区千住
関屋町８－１２）▲３▼　商談相手　
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